
障害者の雇用促進のため、愛知県と共催して障害者面接会を実施

＜労働局コメント＞
愛知県の広告媒体の活用により効果的な
事業所・障害者の参加勧奨となった。
参加事業所へ対しては国のみならず
愛知県独自の障害者雇用促進各種施策の
周知の場ともなった。
半田職業安定協会による障害者雇用相談
会により障害者雇用の進んでいない事業所
へ対して障害者雇用職種の職務切出し方
法や障害種別ごとの雇用時の配慮事項等
のアドバイスの場ともなった。

国と地方自治体の連携による雇用対策好事例

【課題･目的】

≪照会先≫ 愛知労働局職業安定部職業安定課 （052-219-5505）（http://aichi-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/)

【愛知県】 【愛知労働局ハローワーク半田】

【実施概要】

【役割分担】

法定雇用率引上げも鑑み管内事業所へ障害者の中でも雇用
が進みにくい精神障害者の雇用促進を主に他の障害者の雇用
促進も図る。

◆ のべ面接数１４１(身体58・知的３０・精神５３)
採用者数１０(身体５・知的２・精神３)

◆ 障害者雇用相談会により企業側が障害者雇用の必要性の理解
と雇用促進の一助となった。

【愛知県】
◆参加障害者受付
◆管内養護学校就職未内定生徒
情報の参加事業所への提供

【ハローワーク】
◆事業所及び障害者への参加
募集周知

◆管内市町広報紙での面接会
実施周知

◆当日の設営から実施

【効果】

事業所26社、求人のべ数30人、障害者64人により面接会
を実施。併せて半田職業安定協会による企業に対する障害雇用
に関する相談会を同時実施。


